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償還 運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「日本債券ファンド」は、信託約款の規定に基づき、2018年８月30日に信託期間が終了し、償還いたし
ました。 
ここに、設定以来の運用状況と償還内容をご報告いたしますとともに、受益者のみなさまのご愛顧に
対しまして、重ねてお礼申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／債券 

信 託 期 間 1998年５月29日から2018年８月30日までです。 

運 用 方 針 
中長期的な観点から、わが国の公社債市場全体の動き（NOMURA-BPI総合）を上回る投資成果の獲得をめざして運用を

行ないます。 

主要運用対象 

日 本 債 券 フ ァ ン ド 
「日本債券グローバル・ラップマザーファンド」受益証券ならびにわが国の公社

債および短期金融資産を主要投資対象とします。 

日本債券グローバル・ラップ 

マ ザ ー フ ァ ン ド 
わが国の公社債および短期金融資産を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

日 本 債 券 フ ァ ン ド 
株式への実質投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

外貨建資産への投資は行ないません。 

日本債券グローバル・ラップ 

マ ザ ー フ ァ ン ド 

株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

外貨建資産への投資は行ないません。 

分 配 方 針 
毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 N O M U R A - B P I 総 合 

債   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(ベンチマーク) 
期 中 
騰 落 率 

 円 銭 円 ％  ％ ％ 百万円 

17期(2015年３月25日) 11,302   30 3.1 138.19 3.2 95.9 65 

18期(2016年３月25日) 11,892   30 5.5 145.53 5.3 96.3 61 

19期(2017年３月27日) 11,669   30 △1.6 143.42 △1.4 95.6 54 

20期(2018年３月26日) 11,754   30 1.0 144.74 0.9 96.7 49 

(償還時) (償還価額)       

21期(2018年８月30日) 11,647.31 － △0.9 143.76 △0.7 － 42 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） NOMURA-BPI総合は、野村證券株式会社が公表している、わが国の債券市場の動きを示す投資収益指数で、一定の組み入れ基準に基づい

て構成された債券ポートフォリオのパフォーマンスをもとに算出されます。国債、地方債、政府保証債、金融債、事業債、円建外債、

ＭＢＳ、ＡＢＳなど、国内で発行された円建公募利付債で構成されています。対象となる債券は残存期間１年以上、残存額面10億円以

上で、事業債、円建外債、ＭＢＳ、ＡＢＳについては、Ａ格相当以上の格付を取得しているものに限られます。なお、設定時を100とし

て2018年８月30日現在知りえた情報に基づいて指数化しています。 

 

※当ファンドのベンチマークは、「日興債券パフォーマンス・インデックス（総合）」が公表停止となったことに伴ない、2017年１月１日付で

「NOMURA-BPI総合」に変更いたしました。なお、本運用報告書において、2017年１月１日より前の期間については「日興債券パフォーマン

ス・インデックス（総合）」のデータを使用しています。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 N O M U R A - B P I 総 合 債   券 

組 入 比 率  騰 落 率 (ベンチマーク) 騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％  ％ ％ 

2018年３月26日 11,754    － 144.74 － 96.7 

３月末 11,745    △0.1 144.58 △0.1 96.7 

４月末 11,727    △0.2 144.47 △0.2 96.9 

５月末 11,746    △0.1 144.80 0.0 96.0 

６月末 11,749    △0.0 144.86 0.1 96.7 

７月末 11,707    △0.4 144.60 △0.1 96.0 

(償還時) (償還価額)     

2018年８月30日 11,647.31 △0.9 143.76 △0.7 － 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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○運用経過 (1998年５月29日～2018年８月30日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） NOMURA-BPI総合は、設定時の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） NOMURA-BPI総合は当ファンドのベンチマークです。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、「日本債券グローバル・ラップマザーファンド」受益証券への投資を通じて、中長期的な観

点から、わが国の公社債市場全体の動き（NOMURA-BPI総合）を上回る投資成果の獲得をめざして運用を行なっ

てまいりました。信託期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・日銀の金融緩和策拡大に伴ない、国債利回りが低下（債券価格は上昇）したこと（2013年～2016年）。 

・金融危機からの回復局面で、信用スプレッド（利回り格差）が縮小したこと（2009年～2012年）。 

 

＜値下がり要因＞ 

・国内銀行の国債売りが連鎖したことなどにより、金利が上昇（債券価格は下落）したこと（2003年）。 

・世界的な金融危機などを背景に信用スプレッドが拡大したこと（2007年～2009年前半）。 
  

設定以来の基準価額等の推移 
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（債券市況） 

対象期間の10年国債利回りは、期間の初めの1.5％から期間末には0.1％へと低下しました。 

期間の初めは、アジア金融危機やロシア債務不履行などを背景に、10年国債利回りは1998年10月に0.7％台

まで低下しました。その後、10年国債利回りは1999年２月に2.4％台まで上昇した後、金利は再び低下傾向と

なりました。2003年には世界的なデフレ懸念の台頭などから、10年国債利回りは0.4％台まで低下しましたが、

欧米金利上昇や国内銀行のリスク管理上の国債売りが連鎖したこと（ＶａＲショック）などにより債券価格は

下落し、10年国債利回りは1.6％台まで上昇しました。 

2004年から2006年にかけて、景気回復や株価の上昇を受けて10年国債利回りは２％近くまで上昇する局面

もありましたが、2007年から2008年にかけては世界的な金融危機、2010年には欧州債務危機が発生し、米国連

邦準備制度理事会（ＦＲＢ）や欧州中央銀行（ＥＣＢ）などによる大規模な金融緩和策や日銀による政策金利

の引き下げなどにより、10年国債利回りは2010年10月に0.8％台まで低下傾向しました。その後、10年国債利

回りは1.3％台まで上昇しましたが、2011年の東日本大震災による円高や株安、景況感の悪化などにより10年

国債利回りは低下傾向となりました。 

2013年２月に黒田氏が日銀総裁に就任すると、デフレ脱却のため大規模な量的・質的金融緩和策が実行さ

れ、10年国債利回りは一段と低下しました。2016年１月にマイナス金利政策が導入され、10年国債利回りは７

月に－0.2％台後半まで低下しました。９月に長期金利を０％程度に調整する金融政策（イールドカーブ・コ

ントロール政策）が導入されると金利は上昇し、10年国債利回りは0.0％～0.1％で推移しました。 

国内のクレジット市場においては、世界的な金融危機を背景に2007年から2009年前半の時期に信用スプレッ

ドが大幅に拡大しました。2009年後半以降は、クレジット市場は信用スプレッドが一時的に拡大する局面もあ

りましたが、概ね堅調に推移し、信用スプレッドは縮小しました。また、1997年から1998年にかけてのアジア

通貨危機や国内銀行・証券会社の破綻、2001年ＩＴバブル崩壊時期においても、信用スプレッドが拡大しました。 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「日本債券グローバル・ラップマザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行ない

ました。 

 

当ファンドは1998年５月29日の設定以来、約20年３ヵ月にわたり運用してまいりました。このたび、約款の

規定に基づき、信託終了日を2018年８月30日として償還いたしました。 

これまでのみなさまのご愛顧に対しまして、心より厚くお礼申しあげますとともに、今後とも弊社投資信託

をご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

（日本債券グローバル・ラップマザーファンド） 

運用は、期間の初めはクレディ・スイス信託銀行、1999年11月１日からＵＢＳグローバル・アセット・マネ

ジメント、2005年12月８日から中央三井信託銀行（現：三井住友信託銀行）に（実質的な）運用部分を委託し

ファンド運営を行なってまいりました。 

ファンドでは、デュレーション戦略とイールドカーブ戦略、クレジット戦略を組み合わせて運用を行ないま

した。デュレーション戦略は、市場動向や経済動向を勘案し、定量的判断と定性的判断の両面からデュレー

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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ション長め（ロング・ポジション）幅とデュレーション短め（ショート・ポジション）幅を調整してきました。

イールドカーブ戦略は、残存期間毎の相対的な価値分析を行ない、短期債、中期債、長期債および超長期債の

オーバーウェイトおよびアンダーウェイトを機動的に変更しました。クレジット戦略は、個別銘柄のクレジッ

ト分析に基づき銘柄選択を行ないました。セクター別では事業債および円建外債のオーバーウェイトを中心

に運用を行ないました。 

 

 

信託期間中における基準価額は、27.2％（分配金

再投資ベース）の値上がりとなり、ベンチマークで

ある「NOMURA-BPI総合」の上昇率43.8％を概ね16.6％

下回りました。 

ベンチマークとの差異における主な要因は以下の

通りです。 

 

＜プラス要因＞ 

・2013年４月以降、日銀の金融緩和策の拡大に伴な

う金利低下局面で、デュレーションをロング・ポ

ジションとしていたこと、および超長期債をオー

バーウェイトとしていたこと。 

・2009年以降の金融危機からのクレジット市場の回

復局面で、事業債や円建外債をオーバーウェイト

としていたこと。 

 

＜マイナス要因＞ 

・1999年～2002年の金利低下局面でデュレーション

をショート・ポジションとしていたこと。 

・2007年～2008年の金融危機や2010年の欧州債務危機などの信用スプレッド拡大時に、事業債や円建外債を

オーバーウェイトとしていたこと。 

 

 

信託期間中における分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案して決定し、１万口当たりの累計は920

円（税込み）となりました。なお、分配金に充当しなかった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用

の基本方針に基づいて運用いたしました。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金再投資ベースです。 

（注） NOMURA-BPI総合は当ファンドのベンチマークです。 
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○１万口当たりの費用明細 (2018年３月27日～2018年８月30日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 34  0.288  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (26)  (0.218)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 5)  (0.046)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.023)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.002   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.000)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 34   0.290    

期中の平均基準価額は、11,734円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2018年３月27日～2018年８月30日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本債券グローバル・ラップマザーファンド － － 34,735 47,865 

 
 
 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○利害関係人との取引状況等 (2018年３月27日～2018年８月30日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2018年３月27日～2018年８月30日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2018年３月27日～2018年８月30日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2018年８月30日現在) 

 

 2018年８月30日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

日本債券グローバル・ラップマザーファンド 34,735 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2018年８月30日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 43,493 100.0 

投資信託財産総額 43,493 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2018年８月30日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 43,493,470   

 コール・ローン等 43,493,470   

(B) 負債 1,251,169   

 未払解約金 1,116,600   

 未払信託報酬 133,694   

 未払利息 66   

 その他未払費用 809   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 42,242,301   

 元本 36,267,866   

 償還差益金 5,974,435   

(D) 受益権総口数 36,267,866口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 11,647円31銭 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は41,999,413円、期中追加設定元本額

は77,947円、期中一部解約元本額は5,809,494円です。 

（注） １口当たり純資産額は1.164731円です。 
 

○損益の状況 (2018年３月27日～2018年８月30日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      678   

 支払利息 △      678   

(B) 有価証券売買損益 △  252,166   

 売買益 14,498   

 売買損 △  266,664   

(C) 信託報酬等 △  134,585   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  387,429   

(E) 前期繰越損益金 5,864,574   

(F) 追加信託差損益金 497,290   

 (配当等相当額) (  2,274,555)  

 (売買損益相当額) (△1,777,265)  

 償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 5,974,435   
 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部

を委託するために要した費用のうち、2018年３月27日～2018年

８月30日の期間に当ファンドが負担した費用は29,567円です。 
 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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日本債券ファンド 

○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 1998年５月29日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2018年８月30日 資 産 総 額 43,493,470円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 1,251,169円 

純 資 産 総 額 42,242,301円 

受益権口数 2,576,920,000口 36,267,866口 △2,540,652,134口 受 益 権 口 数 36,267,866口 

元 本 額 2,576,920,000円 36,267,866円 △2,540,652,134円 １万口当たり償還金 11,647円31銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第１期 11,007,998,998円 10,947,499,416円 9,945円 40円 0.4％ 

第２期 18,502,615,820   18,386,676,985   9,937   0   0.0   

第３期 14,698,279,169   15,006,260,078   10,210   150   1.5   

第４期 12,454,830,526   12,550,734,402   10,077   100   1.0   

第５期 3,495,712,254   3,575,868,929   10,229   150   1.5   

第６期 1,610,723,945   1,617,229,998   10,040   0   0.0   

第７期 1,120,736,429   1,126,257,814   10,049   50   0.5   

第８期 625,181,517   622,065,233   9,950   0   0.0   

第９期 366,282,882   366,334,168   10,001   30   0.3   

第10期 327,968,200   333,834,275   10,179   100   1.0   

第11期 252,904,347   256,089,708   10,126   30   0.3   

第12期 176,117,298   181,955,171   10,331   30   0.3   

第13期 143,770,614   149,250,062   10,381   30   0.3   

第14期 105,723,919   111,999,156   10,594   30   0.3   

第15期 83,764,642   91,643,629   10,941   30   0.3   

第16期 65,307,533   71,757,360   10,988   30   0.3   

第17期 57,652,966   65,162,181   11,302   30   0.3   

第18期 51,775,304   61,573,271   11,892   30   0.3   

第19期 46,666,992   54,456,897   11,669   30   0.3   

第20期 41,999,413   49,366,678   11,754   30   0.3   
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日本債券ファンド 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 11,647円31銭 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2018年３月27日から2018年８月30日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

●投資対象とするマザーファンドにおいて、運用指図権限の委託に係る報酬の見直しを行なうため、その報

酬体系につき、当該マザーファンドの純資産総額が100億円以下の部分は年10,000分の20、100億円超200

億円以下の部分は年10,000分の17.5、200億円超300億円以下の部分は年10,000分の15、300億円超400億円

以下の部分は年10,000分の12.5、400億円超の部分は年10,000分の10との記載に変更すべく、2018年４月

11日付けにて信託約款に所要の変更を行ないました。（第39条） 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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